
日本体操学会理事会議事録 
日 時  平成１４年８月２４日(土) ＡＭ11：00～12：00 
場 所  つくばカピオ リハーサルルーム 
出席者  春山国広(会長)、荒木(副会長)、長谷川聖修(副会長)、金子(事務局長)、吉中(理事長)、

大島(副理事長)、後藤、早野、古川(監事)、南、三宅、山田(監事)、本谷、粟野、石橋、

大塚、小野、鈴木、須田、砂田、住本、関野、瀬戸口、玉城、梨木、千賀、長谷川芳

子、春山文子、藤瀬、松本、湯澤（以上 31 名） 
     （委任状：今村、坂下、高岡 ／ 欠席 ２名） 
議 長  吉中康子 書記 藤瀬佳香 
 
配布資料 平成 13 年度日本体操学会会計報告、平成 14 年度予算案、日本体操学会総会議題(案)、

日本体操学会第 2 回大会参加者アンケート、いいからだの日 2002「体操 365 日」イ

ベント一覧表(8 月 24 日現在)、日本体操学会第 3 回大会予告および研究者の募集につ

いて(案) 
 
理事会開会にあたり、春山会長、および第 2 回大会実行委員長の長谷川(聖)副会長より挨拶が

あった。 
 本日の出席者及び委任状提出者の合計が、定足数に達しているとの報告があった。 

○報告事項 

1.平成１３年度会計報告 
金子事務局長より、平成 13 年度の収支決算について報告書に沿って説明がされた。これを受

け、古川監事より、平成 13 年度会計および業務の監査結果について、健全な予算執行および業

務執行であったことが報告された。 
2.平成１３年度事業報告 
荒木設立記念第 1 回大会実行委員長より事業報告があった。 

3.その他 
 吉中理事長より、大阪の体操フェスティバルに日本体操祭の冠がついたこと、FIG 一般体操委

員長マーガレットのリーダーセミナーのことが説明され、日本体操学会でリーフレットを配布す

ること、体操フェスティバルの入場整理券を希望者に配布することが報告された。 

○審議事項 

1.平成１４年度事業計画 
1）第２回学会大会について 

長谷川(聖) 第 2 回大会実行委員長より第 2 回大会の会場の都合で、二日目の開始時間に変更

があることが報告され了承された。また、日本体操学会第 2 回大会参加者アンケートを配布す

ることが提案され、承認された。 
2）第３回｢いいからだの日｣について 
吉中理事長より、第 3 回｢いいからだの日｣について、別紙いいからだの日 2002「体操 365 日」

イベント一覧表(8 月 24 日現在)が紹介され、日本体操学会第 2 回大会でさらにイベントの参加に

ついて呼びかけていくことが提案され、承認された。なお、本年度も昨年度に引き続き日本体操

協会に後援申請をし、「体操 365 日」をテーマに 1 年間の後援許可を得たとの報告があった。 
3）日本体操学会オンライン ジャーナルについて 

長谷川(聖)副会長より、第 2 回大会の発表内容を全てオンラインジャーナルに掲載することを



義務化することが提案され、承認された。内容については、論文･抄録･報告等とし、編集委員会

を組織して査読もふくめ、詳細を検討することが提案され、承認された。 
4）日本体操学会ホームページについて 
金子事務局長より、日本体操学会のホームページは、「オンラインジャーナル」や「いいからだ

の日」などの事業、学会運営に関わる項目等に担当者を決め、各担当者が各自のホームページに

日本体操学会の担当ページを作成し、日本体操学会からリンクすることによって、日本体操学会

のホームページの充実をはかることが提案され承認された。各ページ担当者は、状況に応じて、

責任を持って担当ページの更新をしていくことが提案され、承認された。 
5）広報について 
大島副理事長より、今後は、学会の内容充実を第一の目標とし、若い世代へのアプローチを視

野に入れながらの広報を考えていくことが提案され、承認された。また、学会会員のメリットや

普及活動も考慮し、日本体操学会への参加が、厚生労働省認定の健康運動実践指導者等のポイン

トになるような手続きや、出前講習会などの企画など、常任理事を中心に今後模索していくこと

が提案され、承認された。また、教員養成課程校の体操領域の担当者や、哲学･スポーツ史・社会

学･運動生理学など、体操に関わる他の分野の研究者へ、日本体操学会での発表を積極的に働きか

けをしていくことが提案され承認された。 
2.平成１４年度予算案について 
金子事務局長より、平成 14 年度予算案の説明がされた。事務局の学生アルバイト経費として、

月額 5,000 円を計上することが提案され、承認された。 
3.日本体操学会第３回大会(案)について 
吉中理事長より、別紙日本体操学会第 3 回大会予告および研究者の募集について(案)が提案さ

れ、承認された。内容については、今後より良い企画となるよう情報を集め、関西の理事、会員

を中心に協力体制を作ることが提案され承認された。 
4.日本体操学会の活動活性化について 
吉中理事長より、第 2 回大会参加者に働きかけ、研究の活性化を図ることが提案され承認され

た。 
5.日本体操学会総会議題（案）について 
 吉中理事長より、日本体操学会総会議題(案)について提案され、承認された。 
6.その他 
1）ＩＴ化に伴う会費の検討について 
金子事務局長より、平成 16 年度より郵送会員の会費を 5,000 円とし、平成 20 年を目標に IT

化を完了させることが提案され、審議の結果、承認された。 
2）役員の役割担当について 
吉中理事長より、平成 14 年度の役割担当について再確認され、今後の事務局担当について提

案された。 
（1） 役割担当について 

役割担当が提案され、承認された。なお、各担当を円滑に行う為、理事メンバーの協力

をお願いしたい旨提案され、以下のように承認された。 
・事務局         金子 
・渉 外         吉中、荒木、南 
・学術研究        古川、後藤 
・オンラインジャーナル     長谷川、本谷、三宅 
・広報･普及        大島、早野、山田、石橋、鈴木、砂田 

その他（必要に応じて特別プロジェクトを組織する） 
・いいからだの日プロジェクト  吉中、大島、金子、長谷川、荒木、南 



・学会大会企画･運営プロジェクト  各学会大会担当者を中心に組織 
（2） 事務局の担当大学（年度・担当者）について以下のように提案され、承認された。 

平成 13 年～平成 15 年  女子栄養大学 （金子） 
   平成 16 年～平成 18 年  日本体育大学 （荒木、三宅） 
   平成 19 年～平成 21 年  筑波大学   （長谷川、本谷） 

3） 学会大会について 
（1）第 5 回大会までの会場校及び担当者について 

第 1 回から第 5 回までの会場及び担当者について提案され、以下のように確認、承認さ

れた。開催場所については、中央(関東圏)と地方の交互開催とすることが提案され、承認

された。 
学会大会 第 1 回大会  日本体育大学      荒木、三宅 

       第２回大会  筑波大学        長谷川、本谷 
       第３回大会  京都学園大学      吉中 
       第４回大会  女子栄養大学      金子 
       第５回大会  北海道教育大学旭川校  古川 
（2）学会大会開催時期について 
学会大会の開催時期について、8 月下旬より 9 月初旬に開催することが提案され、承認さ

れた。 
4） その他 
学会のよりよい発展のため、本学会の目指すコンセプト、学会に含まれるジャンル等を整理し、

共通認識を高めることも必要であるという意見が出された。常任理事を中心に、今後検討し、よ

り良い学会となるよう、議論を深めることが確認された。 
以上 

                        
    議事録署名人 長谷川聖修 

                                    金 子 嘉 徳 
                             理事長    吉中 康子 


